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領域 業務 補⾜

1 理事会に参加する
 <代理出席も可>

・年に2回程度
・代理出席の場合は、原則部⾨の⻑など実務の責任者以上の⽅
・代理出席者は事前に申し出る

2 理事会メールに参加する
<代理の⽅の発⾔も可>

3 予算計画・執⾏に責任を持つ ・収⽀動向に関⼼を持つ
・財政⾯からもJAFSA事業のあり⽅を考える

4 委員会⼜はプロジェクトチームが設けられた場合、委員を派遣し
なければならない

就職・⼊試部⾨など、国際・留学以外の部⾨へ積極的に働き掛け、学内で
もJAFSAネットワークを作る

・学内でJAFSA後継者を育成
（担当者が交代すると全てゼロになることを防ぐ）
・初任者研修等のプログラムに職員を参加させ、他⼤学のモデルとなるような
⼈材を育成する

⼤学・機関単位のイベント・セミナーを、(可能な範囲で)JAFSA共催・後援
などクレジットを付ける。JAFSAについての広報というだけでななく、⼤学・機関
単位のものをJAFSA会員へ⾨⼾を広げるきっかけともなる

⼤学・機関とつながりのある、マスコミ・官公庁などへJAFSAをアピールする

1 ⾃分の⼤学（組織）の教職員スタッフを各種研修会の講師・
コーディネーターに推薦する

2 ⾃分の⼤学（組織）の教職員スタッフをシンポジウム、研修、
セミナー開催の時に、運営・企画側に参画させる 年間のイベントごとに会場⼤学を決定する

3 ⾃分の⼤学（組織）の教職員スタッフを研修などに参加させる

1 イベントに対して会場を提供する 会場⼤学となったシンポジウム、研修、セミナーのため

2 イベント・プロジェクトの企画⽴案・提案および実施をする

1 ⾃分の⼤学（組織）に関わるネットワークの中で潜在新規団体
（企業を中⼼に）を紹介する

団体会員・賛助会員の拡⼤に寄与する。具体的には年間で2団体以上を
紹介することを⽬標とする

2 イベント等で協賛する（努⼒⽬標） 運営や企画に参加し、ギブアウェイを提供する

3 NAFSA、EAIEなどのJAFSA取りまとめブースに積極的に参加
する NAFSA、EAIE、APAIEを基本とする

その他 1 知的貢献︓　研究、調査実施・報告、情報などの情報交換を推
進する

グローバル⼈材育成に関する⼤学の現場での動向・情報を事務局や会員へ
提供し、プロジェクト等の企画に繋げていく

⼈財⽀援

便宜供与

財政⽀援
（ファンドレイジング）

JAFSA理事の役割 (2022-2023年度)

選出された理事は、下記の業務を⾏う義務を負う。また、努⼒⽬標を持って業務に当たる。

原則（義務）/
総合⽀援

5 ⼤学・機関内外の広報︓内部的、外部的に広くJAFSAの活動
を広め活⽤する


